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税務研究会におけるH‖‾AC L-330ワーク

ステーションの活用
WorkStationSYStemOfTHEZEIMU-KENKYUKAl

近年,エンドユーザー自身によるシステム開発か盛んである｡こグ‾)システムr･き肖発

ツmルの代表的なものとして,ワMクステ【ションがある｡ワークステーションは,

コンヒュ一夕を対話形式で利用L,エンドユーザ【主j尊形の連用を実現するもグ)で

ある｡税務研究会では,エントユ【サーである経理や業務部門かワーークステ【ショ

ン機能を用し､て,テ【タ直接人ノJと帽止を行なっている｡また,業務プログラム開

発も行なっており,非専門家によるコンヒュータの浦11】に仝祉を挙げて取り組んで

いる｡

本稿では,税務研究会のコンピュータ連用の錐ともなっているワークステーーショ

ン機能のi'占用を,その背計,業務_l∴の連用及び効果｢如から述べ,ワークステ1-ショ

ンの評価と動Iごりを問うものである.〕

l】 緒 言

昭和53年2HにHITAC8150によるバッチ処理を開始して

以来,対象業務の拡大やそれノ〕グ)質的什+二に邁進Lてきた｡

昭和55年4几 コンヒューータンステムグ)骨格かはほうE成Lた｡

これを契機とLて,対話形式の処理を特徴とするワーークステ

ーションへ1移行した｡導入機椎は,HITAC L-330/6,ソフ

トウェアはVOSO(Virtua10perating SystemO)である〔ノ

ワークステ【ションは,オフィスコンヒュータかいf川ニラク

ラスのコンヒュ一夕まで,ノム範囲のユーザーーで利用されてい

る｡税務研究会では中人効果向かJ〕,現場担当者か参抑でき

るコンピュータ利憎が必哨であ/ノた｡こグ〕課題に対する解決

ソフトウェアツ〉1ルとして,ワー1クステーションの対話機能

を括糊Lてし､る｡

臣l ワークステーション導入の背景

税務研究会の事業は,税務通イ占,経営財務の二大週刊誌の

発行が中心である｡このはかに税務通†言教育,講習会の運営

などを行なっている｡当初コンヒ■ユータの析用範阿は,延期

刊行物の運営と管王削二道き,具体的な導入目的を次の3点に

集約した｡

(1)約10力▲l‾1座に+二る読者管理の徹低と傾l〔り分析

(2)本社及び各支局の経理業務の標準化

(3)本社集中管理によるシステムの統合化

このような目的でスタ【卜したコンヒューーータ利用は,コン

ヒュータの浦輔佐が深まるにつれて次のようなシステムトの

課題を提起してきた｡

(1)読者管理の連用強化

週刊誌の購読契約期間は,1箇月,3箇月,6箇月及び12

節月の4椎が設けられている｡このため,読者の購読料や契

約更改のデータは,件数を問わず毎日発生Lている状態であ

る｡住所変更や新会員登鎚のフ7イル更新作業も同様に日常

業務となっている｡また,増加の一途をたどる読者数が現場

担当者の作業をより繁雑なものとしている｡読者からの間合

*税務研究会総官管理室 **

日立製作所ソフトウェア工場

木村延男* Ⅳ0ム即0∬g仇加γα

桐山茂美** sんgダem∠方Jγ加mα

せも多く,現場抑当荷の紫推さ,繁忙さに相中をかけている｡

--ノ∴ コンヒュ一夕か⊥lJの情報提供は,バ､ソナ処理であるた

め一日辿れとなり,淋足なデータサー1ビスが行なわれていな

い状況であノーノた｡

(2)･呪場柑当省の増長i

読荷管判1をはじめ業務の拡大は,データの相加となって現

われている｡一呪場部r-tJではこの対策として,デー1タの起票や

Hりでナせ作業に専仕川当古を配詳fすることになり,人主ほ1一画に

をい､か生じた｡

(3)バッチ処理機能の限界

代表的なコンヒュー一夕の処理形態を表1にホすく〕バ､ソナ処

f里♂‾)特徴は,チータの発生タイ ミングを意識Lないで,あノJ

かじめ決めJ)れたサイクルで一括処理することにある｡した

がって,データ発生のつど処理L,結栄を即時に得たい問合

せ業務には卜分な対応かできず,チータの捕用タイ ミングを

逸することになる｡一般的には,テ■-タを入プJし,その結果

を得るまでク〕帖間は,如くてもH次単位である｡刻々と変化

Lている維骨土器咄引l】汁j一にフォローするためには,より迅速

なデ【タ処製旦及び結果のフィードバックが望まれた｡

ワ【クステーションのヰ人を決定づけたのは,これJ)の問

横解決に人きく前進できるかJJである｡使い勝手の改善やデ

ーlタサービスのj旦退化はもちろんのこと､エンドユmサーーに

よるフログラム開発及び連用という設計思想は,コンヒュー

タの清川範囲を泣こくするものである｡現場‡1t当省でも簡単な

雌作で端末装荷を拙い,対話形式で業務の適用が可能である｡

有能かつ柔軟なワークステーションの特性を生かせば,増加

するデータの分散と処j聾コストの什抽kカミ､l攻1ノブれ,現場部F】lJと

-一体となったコンヒュータ利用か叶能となる｡

8 ワークステーション活用の目的

通常,バッチ処理では一度カードやフロッピーディスクなど

にデータを作成し,これを入ブJデータとして--一括処理するこ
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表l コンピュータ処理形態の特徴 基本的な違いを示Lたもので,

利用目的や範囲によってはこの限りでない｡

項
番 項目

処理形態 ワークステー

ション処王里

オンライン
処王里

バッチ処王里

l データの入出力場所
端末装置

(VDT,PR)

端末装置

(VDT,PR)

センタの入出力装置

(召言､;l塁妄三凸,)
要2

入力データの媒体変換

と転記作業
不 要 不 要

3

データの発生から処理

結果を得るまでの時間

と処理サイクル

即時
L即時

都度処理 都度処理
礼遇,月,年など

4
ジョ‾7を実行させるた 端末装置 センタの

センタの入力装置
めのパラメータ入力場所 (VDT) 入力装置

5 ジョブの実行権限 l 端末側 中央側 中央側

6
端末装置からのブログL

不 可
ラム開発と保守 1

可

注:略語説明など

センタとは,コンピュータシステムが設置Lてある場所を示す｡

VDT(Vldeo Data Terminaり

PR(Prlnter)

とか多い｡すなわち,オフラインデータエントリである〔つ ワ

ークステーションは,このようなデー一夕エントリ機能も備え

ている｡しかし,吏に大きな特徴は,端末装置かご〕ジョブ人

力とジョブ起動かできることである｡二れか対話形処手堅を実

現する基本的な機能である｡ワークステーーションのj尊人に当

たりこれら各機能を卜分に検討し,紙用のテーマをユタこの2ノ∴-:

に絞りシステムの建設に着手Lた｡

(1)クリーンチータの作戌

フロッピーディスクのデータ作成機の使用をやめ,人力デー

タはワークステーションのエントリ機能を用いて作成する｡

データエント■=時には,関連マスタとの突合せ及び論理チェ

リクかできるため,クリーンチータの作成が可能となる｡

(2)コンヒュ一夕のオーフン利用

コンヒュ一夕のオープン利用は,コンピュータ部門以外で

非キ門家である現場担当者か業務プログラム開発に参匝jした

り,あるいは業務運用を･担当するなど,コンヒュータの利用

を現場部門に開放するものである｡業務プログラム開発言語

とLて,VOS Oには簡易言語-､NHELP”("New HitachiEf-

fective Library for Programmi咽'')が用意されている｡二の

話語は,現場如当省に人きな貝印を強いることなく,各部f-【J

で血接プログラムの開発が可能であり,この簡易言語による

業務プログラム開発体制と,ワ】クステーションの特性を一

体化することによりオーブン利用を実現している｡

また､王妃場部It■jに根強く残っているコンヒュータアレルギ

ーーーーを緩和Lたり,処王嬰の講化所イ†三を明確化することによるモ

チヘーションの向__卜という貴重な副産物も期待できる｡

田 業務の概要

硯/11稼動している業務は図1にホすとおりである｡この

小で,読手手管理システムと｢tl片馴吉報システムは,デ【タエン

トリかご)処理の実行結果を得るまでの一切の連用が,現場部

門に付きれている｡

(1)i涜二片管増システム

売寸卦･請求･契約管理,市場分析,読者分析

(2)出即納与幸技システム

ウセ_卜･売瀕卜管理,返品･イ†三峰管理,†京佃i管理

(3)綿椎システム

ブ己帳管稚,貸借刈◆仰衷及び損益計算書の作成,経費分析

(4)給与システム

上‖列･賞与･年末調要さ計算

出 版.情 報 シ ス テ ム

売上票

一国
業 務 局

営 業

報告書

総 務 局

業 務 局

経営管王里宝

→国

計画値

マンピュータ室

H｢TAC L-330

m

→国

国-

国←
勤怠票

入出金

振替票

経 理 局

経 理 局

営菅.士琴′シス.テ′与

区= ワークステーション業務の概要 経理局では,読者管王里システムと経理システムが運用されており,l台のVDTを共用Lている｡
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(5)経営管理情報システム

中期5箇年計匝iの算定,人事巧‾諜

なお,問合せ業務は読者管理システムが中心であるか,∠卜

後は他の業務にも拡大しきめ細かなデータの提供を行なう｡

l司 ワークステーションの具体的運用

年々,コンビュータの対象業務は拡大されている｡なかで

も読者管理システムと出版情報システムは,ワークステーシ

ョン機能を十分に括用している｡ここでは,ワークステーシ

ョンの導入に先軍使を付けた読者管コ哩システムのマスタ更新業

務を紹介し,従来のバッチ処玉里との相違について述べる｡

5.1 利用ソフトウェア

VOSOでワークステtションを支えるツールは,図2に示

す体系の中で位置づけられている｡

(1)SEUT(ソーースエントリユMティ りティ)

プログラムの作成,更新及び保守の機能があI),従来のデ

ータ作成機の代替でもある｡

(2)DFUT(データファイルユーティ りティ)

入力データの作成やフ7イルの更新を行なう ものである｡

制御プログラム

サービス70ログラム

言語プロセッサ

DB･■DCプログラム

アフ‾りケーション

プ ロ グ ラ ム

バッチサービス

ディスプレイサービス

ネットワークサービス

ワークステーション

サ ー ビ ス

SEUT

DFUT

SIMP

■NHELP''系 こ､_りNHEJP”WS

RPG系

COBOL系

FORTRAN系

データベースマネジメント

オンラインコントロール

プ ロ グ ラ ム

科学技術計算

7+ログラム

経営科早計算

プログラム

部 品 展 開

漢 字 処 理

注:略語説明

D白..′DC(DataBase.Data Commu=icat-On)

i･NHELP▼で･NewHLtaChlEffectlVe+】brary
for Programl¶･ng)

RPG(Report Program Generato｢)

SEUT(ソースエントリユーティリティ)

DFUT(データファイルユーティlけイ)

SIMP(対話形画面プロセッサ)

tiNHELP-,/WS("NHELP'tノ′′ワークステーション)

図2 ワークステーションソフトウェアの位置づけ

での体系である｡

VOSO O4-Ol

税務研究会におけるHITAC L-330ワークステーションの活用 329

累手もーiフ1フィルやマスタフ7イルの問合せにも活用している｡

(3)いNHELP'ソWS(いNHELP'ソWork Station)

"NHELPl'系の簡易言語で,ワークステーションのために

開発されたもク〕である｡機能自勺には前記DFUTと同等である

が,プログラム作成上ほとんど制限がないため,DFUTに比

べて利用範囲は庄ごくなっている｡

5.2 端末装置の配置

ワークステーション端末装置は,VDT(Video Data Ter-

minal)装置であり,現イl三4fi使用している｡業務ごとにほほ

1f‾iずつ専有されており,この中で読者管理マスタの更新作

業には,業務局放び総務局のVDTを割り当てている｡

5.3 マスタ更新業務

読者管]哩マスタの更新作業グ)流れを図3に示す｡

従来ク)バッチ処理の手続きは次の順序で行なっていた｡

(1)契約其I川札 商品,住所などマスタ更新情報が記入されて

本立后うから送付されてく る｡

(2)この営業報告苦は,顧客子丁帳と突合せチェックか行なわ

れ,その後に切‾昏カm卜と宛名カ【ドを作成する｡

(3)これらのカードをノ占にコンヒュー一夕人力原票となる登鎚

用紙に転こ記を行ない,コンヒューー一夕センタに送付する｡

(4)センタではこの鷺録用紙をフロッピーディスクにデータ作

成L,マスタ更新処j哩の入力データとする｡

(5)当lIのコンヒュ一夕運用予定にi缶ってデータを入ブJし,

更新フロアラムを実行する｡更新結果は確認表に出力され,

重責鎚用紙とノーアにして現場部門に桓1｢さ‾占

(6)現場担当者は確認表をチェックする｡エラーーか発見され

ると再伎二れJJ一連の流れを練り返すことになる｡

r7-クステーション呼人後は,大幅な事務手紙の簡素化が

実現した｡すなわち,テ【タ精度にも旨をき響を及ほ､していた転

記作業の†ナ埋化である｡これは営業報告書をコンヒュー一夕人

力原男ミに設計変挺し,現場抑当省がVDTから面接エントリ

する事務手紙に改善したものである｡VDTからのl白二様人力

による妃新結果の確認は,更新グ)完了Lたテ■〉1タを再度VDT

に去ホして行なう｡)したがって,エラーテ【タの発見も更新

ヒはほ1L小寺となり,データイ倭正か迅速となる｡

召さ新業務に匹】放して多いのか読者からの入金確認の問合せ

である｡従来は現場作成の≠i帳を検索してこたえていたが,

ワー｢クステーーションでは才【L当省がVDTを雑作し,そグ)場で

人缶状批の確認を行なっている｡

l司 ワークステーション設計の留意点

り‥クステーションは現場,コンヒューー一夕部F】L】にとって催

いやすく､小[rilリの利く システムと評価できる｡導入に当た

り,システム設計及び適用上特に柱点した項目を以下にホす｡

(1)フ1つイルの犬川と二重吏新のl坊_ll二

枚数のVDTから同時に,同一フ7,イルの史新が行なわれ

た場合,‾更新結果が保証されないことが発生する｡このため

に,フ1フィルの排他制御機能を用いたプログラム構造を採用

L,レコードの二重更新をド方いでいる｡

(2)ファイル参仰の規制

77イル機碑イ米吉隻の臼的から要上位されるもので,バスワr-

ド機能により実現できる｡現状では,ファイル参照に制限は

ないか,今後は要求に折ってこの規制を適用していく｡

(3)業務の適用貰件の明確化

デ【タエントリから処理結果を得るまでの-･一連の業務逮捕

を現場に任せる場合に生ずるR･f】題である｡すなわち,現場と

コンヒュ一夕部門との黄仕損界の設定である｡この目的はシ
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バッチ処‡里(HITAC8150) ワークステーション処壬里(HITAC+-330)

支 局 本 社

営業報告書
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図3 読者管理マスタ更新作業の流れ 新旧の流れを比較Lている｡現場部門の作業内容に,大きな変化が生じている｡

ステムの安全管手堅にあり,フ7>イルはもちろんプログラムも

含まれてくる｡現在は,フ‾ログラム使用者の資格チェックや

VDTオペレータの適否チェックをシステムに組み入れるこ

とで対J芯している｡

B ワークステーション活用の効果

読者管理システムでのワークステーションの活用は,次の

ような効果をもたらLている｡

(1)事務手続の簡素化と正確性の改善

ワークステ【ショ ンは,テr-タの発生部門で発生のつど処

理を行ない,結果を得ることかできる｡人プJ原票の転記,チ

ェック作業のほとんどは合理化され,事務の簡素化に役立っ

表2 コンピュータ関連要員の増減 ワークステーション処理へ移行

した当時の人員増減の比較を示す｡

項

蕃

区分

部門

パッチ処‡聖

(HITAC8150)

ワークステー

ション処王里

(hlTACL-330)

人員増i威 増減理由

l コンピュータ室 4人 3人
-1人 専任パンチャの合】埋化

2
業務局,総務局

(言売者管理)
4人 3人暮 -】人

問合せ業務の専任者2名

の合理化

3
経 理 局

(経 理)
3人 2人 -1人

入力データ作成の責任者

l名の合王里化

4
経 理 局

(人事･給与)
l人 l人 0

人事,給与データ及びオ

ベレーションは経王里局で

独自に行なってし､た｡

5
業 務 局

(出版情報)
2人… l人● ーI人

入力データ作成の専任者

l名の合理化

A
計 14人 10人 -4人

注:★ 現場部門でデータ入力処理と業務運用を兼務Lており,専任者は不在である｡

*書

コンピュータ処理舟を作業人員に算定した場合の人員は推定値である｡

34

ている｡また,ワークステーショ ンによる十分なデータチェ

リクは,チータ純度の｢F小卜に結び付いている｡

(2)人員のイナ理化と適正配荷

ワークステ=ション括用の効果は,人員面にも現われてい

る｡ワーーークステーション稼動時での人員の合理化を表2に示

す｡現場才【t当省のだれでもがVDTを拙作することができる｡

二のため,従来の専任担当者は他業務も‡l-l.当でき,人材の有

効括用に貢献している｡一‾方,コンヒュ一夕部門の専任パン

チャはプログラマにも転向させることができ,要員不足解消

/＼♂〕一
一助となっている｡

(3)顧客サービスの向_卜

i読者かご)の間fナせ業務が迅速となり,麒各サービスのlごり上

だけでなく,企業イメージの大きな改善とな/ノている｡

(4)社員のモチベ【ションの向上

コンヒュータ利用の帖極柏勺な参画による意識の向上を図る｡

l司 結 言

ワークステーションに柊行Lて約1年経過したが,当初の

目標ははほ達成できたと評価している｡特に,現場部門がコ

ンヒュータ利鞘に参政iできたことは,計り知れない経営上の

効果となって現われている｡洪字処理の導入をはじめとし,

読む情報から見る情報のためのグラフイ､ノク端末装置,各支

局と本社を結ぶネットワーク構想などがj†事一く も検討に上がっ

ている｡他方,業二紡面では,税務,会計,各種法律などの情

報をデータへ-スに集合させ,第山線の官業ツールとして清

川していく計直iである｡

終わりに,ワークステーション頼人に当たって畦々御指導

と子卸協ブJをいただいた関係各位に対し,深く感謝の意を表わ

す.大第である｡




